



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































⑴　World Publics Welcome Global Trade─But Not Immigration：47-Nation Pew Global Attitudes 












































































































─ 78 ─ ─ 79 ─
貧困と自己責任論の淵源（加美嘉史）
る社会』インパクト出版会
佐々木隆治（2012）「物象化と権力，そして正当性─市場・貨幣・ベーシックインカムをめぐって」萱野
稔人ほか編『ベーシックインカムは究極の社会保障か：「競争」と「平等」のセーフティネット』堀
之内出版
清水隆久（1955）「白山々麓における地内子制度の研究」『石川商経研究』第４号
白峰村史編集委員会編（1982）『白峰村史─上巻（復刻版）』
高野信治（2015）「〈障害者〉への眼差し─近世日本の人間観という観点から─」荒武賢一朗・太田光俊・
木下光生編『日本史学のフロンティア２』法政大学出版局
橘礼吉（2015）『白山奥山人の民俗誌─忘れられた人々の記録』白水社
田中和夫（2000）『近代日本の福祉実践と国民統合─留岡幸助と石井十次の思想と行動』法律文化社
丹生谷哲一（2001）「中世の非人と『癩』差別」沖浦和光・徳永進編『ハンセン病－排除・差別・隔離の歴史』
岩波書店
千葉徳爾・三枝幸裕（1983）「中部日本白山麓住民の季節的放浪慣行─牛首地区の事例を中心に─」『国立
民族学博物館研究報告』第８巻２号
中西聡「３章　近世・近代の商人」桜井英治・中西聡編『新体系日本史12　流通経済史』山川出版社
西澤晃彦（2010）『貧者の領域－誰が排除されているのか』河出書房新社
日本古典全集（2006）『人倫訓蒙図彙（オンデマンド版）』現代思想新社
速水融（2003）『近世日本の経済社会』麗澤大学出版会
速水融・宮本又郎（1988）「概説17-18世紀」速水融・宮本又郎編『経済社会の成立』岩波書店
藤原愛之助編（1916）『明治三八年宮城縣凶荒誌』
宮地正人（1973）『日露戦後政治史の研究』東京大学出版会
宮本常一（1992）「加賀の白峰」『宮本常一著作集36─越前石
い
徹
と
白
しろ
民族誌・その他』未来社
宮本常一・山本周五郎・楫西光速・山代巴監修（1995）『日本残酷物語１─貧しき人々のむれ』平凡社
Michel Foucault（2004=2008）慎改康之訳『生政治の誕生─コレージュ・ド・フランス講義1978-79』筑
摩書房
村田ひろ子（2019）「日本人が政府に期待するもの～ISSP国際比較調査『政府の役割』から～」NHK放送
文化研究所『放送研究と調査』2019年７月号
村上又一（1927）『警察犯処罰令研究』（抄）礫川全次編（1997）『浮浪と乞食の民俗学』批評社
山折哲雄（1987）『乞食の精神史』弘文堂
柳田國男（1969）「モノモラヒの話」『定本柳田國男集第14巻（新装版）』筑摩書房
柳田國夫（1968）「美濃越前往復─明治44年─」『定本柳田國夫集第３巻（新装版）』
柳谷慶子（2007）『近世の女性相続と介護』吉川弘文館
安丸良夫（1999）『日本の近代化と民衆思想』平凡社
横田則子（1994）「物吉村─ハンセン病患者の集住地」藤本文朗ほか編『京都障害者散歩』文理閣
横田則子（1991）「物吉」考─近世京都の癩者について」日本史研究会編集『日本史研究』No.352
横田冬彦（1995）「〈平人身分〉の社会意識」朝尾直弘教授退官記念会編『日本社会の史的構造─近世・近代』
思文閣出版
（かみ　よしふみ　社会福祉学科）
2020年11月16日受理
